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論 文  
 

 

 

二十世紀初頭のカザンザキスの  

政治活動とナショナリズム  

―ディモティキ運動とドラグミスからの影響― 

 

福田 耕佑  

京都大学文学研究科博士課程後期  

日本学術振興会特別研究員  

 

1. はじめに  

 本稿は、ニコス・カザンザキスの少年期から 1922 年までのナショナ

リズム的傾倒を持った経歴と作品を分析し 1、この時期と 1922 年以降

の彼がナショナリズムを捨て去ったと明言した時期との間に、「ギリシ

ア性」の考察に繋がる思想的連続性が存在することを明らかにする 2。 

 

2. 本稿の意義  

該当期において、カザンザキスは「貴族的ナショナリズム」に傾倒

し 3、また四章以降で述べていくように、実際にナショナリズム的な政

治活動を行った 4。また書簡でもカザンザキス本人が 1923 年までナシ

ョナリズム的な考えを持っていたこと、そして 1912 年から 22 年まで

ドラグミスの思想に傾倒していたことを述懐している 5。  

しかしこの時期の文学作品や翻訳活動は、彼の女性観や恋愛観そし

て西欧思想の吸収や翻訳が中心であり、一見したところ政治活動と執

筆活動の間に一貫性が見られない。そして古典古代ギリシアがしばし

ば作品に描かれるが、これは単にモチーフや技巧のためであり、ギリ

シア・ギリシア人観に関する思想的考察は見られない。当時のカザン
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ザキスに大きな影響を与えた、その文学作品と政治活動が一貫してナ

ショナリズム的だったイオン・ドラグミスとは大きく異なる 6。次章で

紹介するように、先行研究においても 1922 年以前と以後では断絶が強

調されるか、カザンザキスのナショナリズムについてはほとんど触れ

られない。本稿を通して、カザンザキスがナショナリズム的思想から

も一定の影響を継承したこと、そして彼の文学活動の「ギリシア性」

の探求の出発点と連続性が本稿該当期に存在することを明らかにする。 

 

3. 先行研究の紹介  

 該当期のカザンザキスの経歴については主にジャニオ・リュストと

ビーンの伝記的研究に基づいている 7。またカザンザキスの政治活動に

関する活動はゼルミアスに、そして作品分析はペトラクとゲチュの研

究が挙げられる 8。特にゲチュの研究は一つ一つの作品の登場人物のモ

チーフを特定しながら、細かい文学的な分析を行っている。しかしゼ

ルミアスの研究以外は該当期のカザンザキスのナショナリズムを取り

上げておらず、またゼルミアスは作品分析を行わず、当時の出来事の

解説に留まっている。また全体として、カザンザキスの活動と関心が

多岐に渡るが故に、分析のトピックが散在し、該当期のカザンザキス

のナショナリズム観に正面から取り組んでいない。故に本研究は先述

の通り、分析対象をカザンザキスのナショナリズム的思考及び政治活

動に絞り、後のカザンザキスの思想と活動に繋がる「ギリシア性」の

探求を中心に、該当期の思想と活動を全体の中に位置づけたい。  

 

4. カザンザキスの思想的・歴史的背景  

 本章では彼の少年期から 1922 年までのカザンザキスのナショナリ

ズムとギリシア・ギリシア人観を考察するための背景説明を行う。第

一節では、カザンザキスの該当期における経歴を説明するために必要

な歴史的背景を簡単に説明する。第二節では、カザンザキスに影響を

与えたイオン・ドラグミスをはじめとする、十九世紀から二十世紀初

頭におけるギリシアの知識人達の動向について概説する。最後に第三

節でイオン・ドラグミスの思想と政治活動を取り上げ、該当期のカザ

ンザキスを論じるための背景を整理する。  
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4-1. 独立後のギリシアの領土拡張とその失敗  

 本節ではギリシアのナショナリズムに基づいた領土拡張の経緯を主

にテラドとパパドプロスの研究に基づきながら簡潔に説明する 9。  

 1821 年の革命に始まるギリシアの独立以降、ギリシアは領土を拡張

していく。この対外領土拡張を支えた思想としてしばしば言及される

のが「偉大な理想」（Μεγάλη Ιδέα）である。これは 1844 年にイオアン

ニス・コレッティス 10の演説の中で初めて言及される 11。この中でコレ

ッティスはテッサリアやイスタンブール、そしてトラブゾン等小アジ

アを含む広大な地域をギリシア領として要求した。この演説は、ギリ

シアが東方と西方の間、ヨーロッパの中心に位置し、西方がギリシア

を啓蒙したように、東方を啓蒙することが自分達の宿命である、とい

う宣言から始まる 12。そして古典ギリシアと不滅のアテネの栄光に触

れながら、列強に支援を呼びかけ、ギリシア人に団結を促す 13。ここに

見られる意識は、自分達が偉大な古典古代ギリシアの末裔であるとい

う意識と、自分達を支配していた東方に対する偏見と優越の意識であ

る 14。  

 実際にギリシアが北部への軍事的な拡張を起こすのは、トルコの意

識が 1853 年に勃発したクリミア戦争によってバルカン半島に向けら

れていなかった、1854 年からである 15。以降列強の介入とギリシア政

府の内政の影響を受けつつも、露土戦争の影響を受けた 1878 年と 1904

年から 1908 年までに三度大きな領土獲得運動を起こしている。特に

1878 年の三年後にはアルタとテッサリア地方を獲得する。これらの拡

張の特徴として挙げられるのは、単に政府や知識人達だけがこの動き

を促進したのではなく、あらゆる階層のギリシア人がこの運動を歓迎

し、これに参加したことである 16。  

しかしこのギリシア人の領土拡張は、テッサロニキを含む南方への

領土拡張を目論むブルガリアと潜在的に利益が衝突する。すなわちブ

ルガリア側も、元来オスマン帝国内の全正教徒を管轄していたギリシ

ア総主教座からのブルガリア総主教代理座の独立 (1870 年 )と同時期の

マケドニア地方でのブルガリア人学校の建設をもって、マケドニア地

方におけるブルガリアの利益の保護を進めるようになる。次節で後述

するが、この動きに対しイオン・ドラグミスやその父のステファノス・

ドラグミス 17等のギリシアの政治家や知識人達がブルガリアの脅威、
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「マケドニア問題」を説き、それぞれの行動を行うことになる 18。  

 そして二十世紀に入り、1909 年の軍のクーデターと 1910 年の総選

挙の後、同年 11 月にヴェニゼロスが首相に任命される。1912 年 10 月

には第一次バルカン戦争が始まり、この戦争に勝利した結果ギリシア

はイピロス地方を獲得する。そして 1913 年 6 月からの第二次バルカン

戦では、テッサロニキ、クレタを獲得し、念願であったクレタの統一

(Ένωσις)を達成する。そして第一次世界大戦において、ヴェニゼロスは

中立を主張する国王派と対立しながら、1916 年にテッサロニキに臨時

政府を設立して協商国側として参戦し、1920 年の総選挙での敗北まで

首相を務めた。ヴェニゼロスは退陣前にアナトリア南部に派兵を行っ

ていたが、1922 年にはヴェニゼロスの後任の国王派の政府が希土戦争

で敗北し、小アジアからの撤兵を行う。こうして小アジアのギリシア

領を失陥し、ギリシアの領土拡張は停止する。  

 

4-2. マケドニア問題と知識人の動向  

 本節では、当時のカザンザキスに影響を与えた知識人達の動向を概

観する。特にドラグミス父子の活動と思想、そしてディモティキ (民衆

語・口語 )運動の経緯を、主にテラドとホレバスの先行研究に基づきな

がら記述する 19。  

 ステファノス・ドラグミスは、初代ギリシアの大統領を務めたカポ

ディストリアスの秘書や、オトン一世の外務大臣を務めた父ニコラオ

スの子供として、西マケドニアに起源を持つ有力者の家系に 1842 年に

生まれる。パリで法学を修めた後、司法関係で働き政治家になる。1877

年から始まる露土戦争を受け、グナシオス・マケドノス (Γνάσιος 

Μακεδνός)の偽名を用い、『マケドニアの危機』と『裏切られたマケド

ニア』を著し、ギリシア人に「マケドニア問題」に対する覚醒を促し

た 20。そして 1878 年 1 月には弁護士仲間を中心に志願兵や武器を集め

マケドニアを援助することを目的にアテネでマケドニア委員会を設立

し 21、個人的にもオリンピア地方への派兵を行う等、積極的にナショナ

リストとしての活動に参加していた 22。  

 イオンはこのステファノスの子供として 1878 年にアテネに生まれ

る。アテネ大学で法学を専攻し、1897 年には父の反対を押し切って希

土戦争に志願兵として赴くも、戦場に着いた時点で戦闘は終了し、ギ
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リシアは敗北していた 23。父ステファノスの影響を受け、青年期からこ

のようなナショナリストとしての行動を起こしている。そして 1899 年

から外交官として 1915 年まで務める。モナスティリやセッレス、アレ

クサンドルポリ等のマケドニア地方の諸都市だけでなく、ローマやロ

ンドン、イスタンブールでも勤務する。特に 1902 年から勤務し始めた

モナスティリでは、父と同様ブルガリアの失地回復運動に対する脅威

を説き、ギリシア人に対する覚醒を訴えた。  

1902 年には『小道』(Το Μονοπάτι)で作家としてデビューし、1907 年

の『殉者と英雄の血』 (Μαρτύρων και Ηρώων αίμα)では、マケドニアを

巡る戦争の中で犠牲になったパヴロス・メラスを英雄として称えると

共に、「若者達に捧げる」から始まり、本編を通して若者達に対する覚

醒を呼びかけている 24。そして 1908 年にはカザンザキスが熱烈に支持

した『サモトラキ』(Σαμοθράκη)の中でも続けてブルガリアに対する脅

威とギリシアの統一のために生きることを若者に呼びかけ 25、そして

1914 年には『ギリシア文化』 (Ελληνικός Πολιτισμός)等の作品を発表し

ていく。特にマケドニアに対しては、「もし私達がマケドニアを救うた

めに駆け付けるなら、マケドニアが私達を救うであろうことを諸君は

知れ」と述べ 26、マケドニアを「自由の学校」だと表現する 27。  

 1915年にはヴェニゼロスの政策に懐疑的になり、代議士に立候補し、

1916 年 1 月には雑誌「政治評論」(Πολιτική επιθεώρησις) をテッサロニ

キで開始するも、ヴェニゼロス派がテッサロニキを掌握していたこと

もあり 1917 年 7 月からはコルシカ島に亡命する 28。そして 1920 年 1

月にヴェニゼロス派の将校によってアテネで暗殺される。彼の思想の

概観は次節で行うが、政治的行動及び作品共に一貫してナショナリズ

ム的であった。  

 

4-3. イオン・ドラグミスのヘレニズムとディモティキ  

 本節ではイオン・ドラグミスの文学作品等に現れる、共同体論とし

てのヘレニズム (ο Ελληνισμός)とディモティキ (民衆語 )についてテラド

とホレバスに依拠しながら概説する 29。  

彼のヘレニズムはパパリゴプロスの近代的・民族的なヘレニズムを

継承している 30。パパリゴプロスは、ギリシア人共同体が古代から現代

まで途切れることなく存在し、このヘレニズムが、ギリシア語を話し
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ギリシア的に生活するギリシア人の文化活動や生活習慣として十分に

体現されてきた、と説明した。そしてこのヘレニズムは国外のギリシ

ア人とその居住地の政治的な統一を主張する戦闘的なナショナリズム

に結びついていく 31。  

 

(1)ヘレニズムとギリシア文化  

 テラドによると、パパリゴプロスを下敷きにしたドラグミスのヘレ

ニズムは、ギリシア人が主権を持つ共同体を意味し、ギリシア人の国

家とその統治機構、或いはその形態等が問題になることはない。そし

て彼は言葉によってギリシアを実質的に定義することを拒否し、自明

で神秘的なものとして理解している 32。  

ドラグミスは、このギリシア共同体のヘレニズムの使命として、高

次文化の創造を挙げている 33。古代よりギリシア文化は他の文化に対

して特別であり、民衆の中で高次の文化を生み出し、周辺のギリシア

人でない者達をもギリシア人化させてきたと主張している 34。そして

ギリシアやギリシア文化は、たとえスウェーデン人やアイルランド人

であっても、彼らもギリシア人化することができると述べる 35。彼は血

統の連続性によってギリシア人が定義されるという意見を退けたが、

ギリシア文化に対し特別な地位を与え、強い優越意識を抱いているこ

とは明白である 36。  

 

(2)ギリシア文化とディモティキ  

 ギリシア人の言葉と生活の中で体現されるヘレニズムにとって、民

衆達が話す言葉、ドラグミスが生きた時代のギリシア語であるディモ

ティキは、単に政治や経済的な意味でのみ重要視されるものではあり

えない。ドラグミスは、学校の建設運動に関する提言や 1910 年の教育

協会 (Εκπαιδευτικός Όμιλος)の設立に関わり、政治活動的にもディモテ

ィキの運用に関する運動に携わった。文学活動においても作品をディ

モティキで著し、思想的にも民衆とギリシア文化の文脈を通して、自

身の思想の中に体系的にディモティキを取り込んだ。彼にとってディ

モティキとその伝統は、未来の高次文化創造の担い手であり、ギリシ

ア文化の木の幹であり 37、民衆の知恵 (Σοφία του Λαού)であった 38。だが

『ギリシア文明』において、民衆の言葉や習俗、家屋や踊りにギリシ
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アの伝統が残り、着目すべきだと述べるが、ドラグミスの視点は、こ

れらをヘレニズムのために必要な要素であるが故に語っているのであ

り、民衆の視点や思考、また民衆の側にたった言及は存在しない 39。  

 

(3)東西の中心としてのギリシア  

 またドラグミスによると、このギリシア語を話す民衆の共同体は過

去から現代に至る時間的な連続性を持って存在しているだけではなく、

東方と西方に跨る地理的な連続性を持って存在してきた 40。これは政

治的には先述のコレッティスの演説、そして思想的にはヤンノプロス

の「ギリシアの大地」を念頭に置いている 41。ドラグミス自身バレスや

ニーチェ等西欧の思想を受容し、西欧を合わせ鏡に自分達ギリシアを

位置付けた。そして西欧の文物をギリシア化し、ギリシア人の言葉と

思想に組み込んでいくために著作し思想した。ギリシアは東西の中心

に位置しているが、ギリシアはドラグミスにとって確かにヨーロッパ

の一部である。そしてこのヨーロッパは単に地理的な意味だけではな

く、西欧の文明を生み出し育てた揺籠であり、またこの西欧から受け

た恩恵を用いながら東方を啓蒙する光としてのヨーロッパを意味する。

このように、民衆や東方といった啓蒙主義的な古典ギリシア像とは異

なるギリシアの見方を用いつつも、実際にはその思想は中央の知識人

としてのギリシア文化の優越心に支えられていた。  

 ここまで第四章では十九世紀の後半から二十世紀初頭までのギリシ

アの領土拡張とカザンザキスに影響を与えたナショナリズム思想、特

にイオン・ドラグミスの政治的活動と思想について概観した。次章で

はカザンザキスの経歴と作品を紹介しながら、ドラグミスのナショナ

リズム的な政治活動と文学がカザンザキスに与えた影響を説明する。  

 

5. ニコス・カザンザキスの政治活動と文学  

 本章では、第一節で該当期のカザンザキスの経歴について概説し、

第二節で彼のナショナリストとしての政治活動と該当期の作品につい

て分析し、1922 年以降のナショナリズムを捨て去ったと彼が宣言した

時代以降との連続性を見出す。  

 

5-1. ニコス・カザンザキスの動向について  
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 本節では主にジャニオ・リュストとビーンのカザンザキスに関する

伝記や先行研究を用いて彼の 1922 年までの動向を記す 42。  

 カザンザキスは 1883 年オスマン帝国統治下のクレタ島に生まれる。

1897 年に発生したギリシア人達のオスマン帝国への蜂起に際し、ほぼ

難民のような形でナクソス島に移住し、現地のフランス系カトリック

の学校に通い、初めて西欧の文学や思想に触れる。1899 年にはクレタ

島に戻り、現地のギムナジウムに通う。この中で重要な出会いとして、

後にアテネ大学の教授を務める神学者アンヅゥルソス 43、後に妻とな

るガラテア・アレクシウ、そして彼の作品の中で憧憬の対象として描

かれる彼の英語教師のアイルランド人女性が挙げられる。  

 1902 年 9 月よりアテネ大学法学部で学ぶ。この間のカザンザキスの

動向については書簡等によっても明らかではない。在学中の 1906 年に

は以下に記す作品やその他の文章を民衆語で発表する。  

 一点目はピナコティキ誌にカルマ・ニルヴァナ名義で発表したエッ

セー『悪の世紀』である。この中でカザンザキスは科学と古代ギリシ

アへの情熱に基づいて、キリスト教が古代ギリシア人の肉体と精神の

調和の智恵また美そのものを破壊した、と説いた。二点目は『夜は明

ける』という戯曲である。この中でギリシアの家庭と女性を取り上げ、

アテネの中流階級層から高い評価を受け、翌年には実際に上演される。

三点目はある芸術家の日記という体裁を取った小説『百合と蛇』であ

る。この中に後年の肉体性を霊性に変化させていくことで自由に至る

という彼の思想の雛型が見られるが、以上三作品においてモチーフと

して古代ギリシアの文物が登場し、古代ギリシアへの偏愛が垣間見ら

れるも、ギリシアやギリシア人に対する思想的な考察は行われない。

またここまでの作品では表記の揺れや民衆語と文語が混ぜられた文体

が見受けられ、カザンザキスのバイリンガリズムとして指摘された 44。 

 1907 年の 4 月から 6 月までアクロポリス紙でコラムを担当してい

る。ディモティキ使用の推奨やトルストイ追悼等幅広いテーマで執筆

しているが、ここに政治的な主張やプロパガンダ等は見られない 45。9

月にはピナコティキ誌で戯曲『ファスガ』を発表し、戯曲『いつまで』

を執筆するが散逸している。9 月アテネ大学を優秀な成績で卒業し、パ

リに留学するためにアテネを離れる。  

 1907 年 10 月パリに到着する。この留学期間にベルクソンとニーチ



- 20 - 

 

ェの思想に出会う。ニーチェに関しては 1909 年にクレタ島で博士論文

『フリードリッヒ・ニーチェ 正義と国家の哲学』として出版し、ベ

ルクソンに関しては 1912 年に彼に関するエッセーを執筆しているが、

彼らの思想とカザンザキスの関係に関する先行研究は十分に存在し、

本稿のテーマとも異なるので扱わない。  

 1909 年の帰国以来、クレタ島での積極的な政治活動が始まる 46。政

治活動としてはクレタ島のディモティキの使用を推進するソロモス協

会の会員に名を連ね、プロパガンダ活動に協力する。また戯曲『喜劇』

を出版し、次節で取り上げる戯曲『棟梁』、そして小説『崩壊した魂』

を執筆する。  

 1910 年はカザンザキスの活動が最も多産な年であり、前年執筆した

二冊を、ドラグミスも参加しているディモティキ推進派の雑誌『ヌー

マス』で発表すると共に 4 月からアテネに居住し、前章で見た教育協

会の設立に参加し、ドラグミスと面識を持つ。特にカザンザキスは「我

ら若者達へ」という『サモトラキ』の書評を執筆し、ドラグミスを若

者達の指導者として称揚し、彼の呼びかけに答える文章を執筆してい

る 47。また金銭的に生活が厳しい状況にあったにもかかわらず、6 月に

教育省への入省を勧められたが、自由な執筆と旅行のためにこれを拒

否し、教育関係の各所に出入りしながら、翻訳や執筆で生計を立てる。

11 年にはウィリアム・ジェームズの『感情論』を翻訳する。  

 12 年から 13 年には、ドラグミスの呼びかけに答える形で、ナショ

ナリズム的行動としてバルカン戦争に志願兵として従軍する。しかし

実際には戦地に赴くことなく、ヴェニゼロスの秘書として彼の事務所

で勤務する。12 年はニーチェの『悲劇の誕生』、『ツァラトゥストラは

かく語りき』そしてプラトンの作品を 5 つ翻訳している。そして 13 年

はエッカーマン、レッサン、メーテルランクの三人の作品を翻訳する。  

 14 年はガラテアと子供向けの本の執筆を行い、 9 月には教育協会の

事務所でシケリアノスと知り合い、意気投合し、「この大地とこの民族

を知る」ためにアトス山と各地ギリシア旅行に出発する 48。15 年は旅

行と読書に明け暮れ、ダーウィンの『種の起源』やベルクソンの『笑

い』を翻訳すると共に、トルストイ等多くの作家の作品を読みふける。

16 年の 2 月からオスマン帝国との戦闘で荒れ果てていた炭鉱を活用す

るために、ヨルゴス・ゾルバスと共同で鉱山開発事業に乗り出すも失
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敗。17 年 9 月より友人を訪ねスイス旅行に出発する。  

 18 年 10 月に帰国して後、ヴェニゼロス政権下で 19 年 5 月 8 日に厚

生省の局長に任命されコーカサス地方で難民ギリシア人・ポントス人

のギリシア本国帰還支援を行う。また同月 15 日にイギリスの支援の下

休戦協定を破ってギリシア軍がイズミルに侵攻している。そしてカザ

ンザキスはカルスやバトゥミで支援活動を開始する。アルメニアを経

て計 15 万のギリシア人を収容しギリシア本国へ帰還させ、難民がマケ

ドニアとトラキア地方に定住する支援を行い、20 年 9 月にヴェニゼロ

スの選挙での敗北により罷免されるまで同職に留まる。  

 罷免後の 20 年 9 月から 21 年 8 月まで、パリやオーストリアなどの

ヨーロッパ旅行に出かけ、クレタ島に帰郷し、政府の役職には関心を

払わなくなる。22 年 5 月にはウィーンに到着する。そしてウィーンで

病に陥るも、フロイト心理学や仏教等新しい学問の研究を始める。9 月

1 日にはベルリンに到着し、8 日の小アジアでのイズミル陥落と 11 日

の軍事クーデターの知らせを当地で耳にすることになる。  

 

5-2 カザンザキスの作品と思想  

 本節ではカザンザキスのナショナリストとしての活動とディモティ

キ主義者としての活動、また作品の分析を通してカザンザキスの民族

主義に対する態度と後の彼の思想との連関について明らかにする。  

 

(1)カザンザキスの政治活動  

 ビーンはカザンザキスがパリへの留学以降にナショナリズム的な運

動に参加するようになったことを指摘している 49。前節でも説明した

が、カザンザキスが政治的な運動に参加したのは、主に 1912 年からの

バルカン戦争への従軍と 1919 年のイズミル侵攻と同時期の厚生局局

長就任である。この間の時期はヴェニゼロスの権力の空白期であり、

これよりカザンザキスが政治活動を行えたのは、ヴェニゼロスの政治

的主導権力下でのみにおいてであることが明白である。そしてバルカ

ン戦争への従軍は「我ら若者達へ」に見られるようにドラグミスへの

呼びかけに応えたものであり、また『棟梁』がドラグミスに捧げられ

ていることからも、ドラグミスの影響も甚大であった。  

 しかし、カザンザキスがヴェニゼロスやドラグミスをどこまで信用
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していたかは書簡及び手紙にはほとんど書かれておらず、その判断は

困難である 50。ヴェニゼロスとの距離が不明確である上に、ドラグミス

が反ヴェニゼロス派の立場を明らかにした後の 19 年に、カザンザキス

がヴェニゼロスの政権下で局長に就任した以上、最終的にドラグミス

とも一定の距離があったことも明らかである。このように思想的には、

ドラグミスとヴェニゼロスの強い影響下にいたが、政治的には両者に

対し一定の距離を取り、積極的とは言い難い関与を続けていた。  

 

(2)『棟梁』分析  

 『棟梁』はカザンザキスがパリでナショナリズムの影響を受けた後

1909 年に書かれた戯曲であり、最初は『犠牲』 (η Θυσία)の題名で執筆

された。前節でも紹介したように、ドラグミスの呼びかけに応える形

で彼に捧げて執筆した本であり 51、女性観や西欧哲学等に意識が向け

られた他の作品と異なり、一種のプロパガンダ的要素を持つ。  

 この戯曲は「アルタ橋」の民間伝承から取ったものであり、下記に

あらすじを簡略に説明する。主人公の棟梁 (Πρωτομάστρας)は氾濫を繰

り返し、村に被害を与え続けている河に橋を架けるが失敗する。村の

祈祷師である老婆 (Μάνα)が、棟梁の愛する、村の長老の娘・スマラグ

ダ（Σμαράγδα）を橋の基に生贄に捧げれば、橋は建つと予言した。棟

梁とスマラグダは互いに愛を伝え合うが、最後には両人で決断し、ス

マラグダが犠牲となり村に橋が完成する。  

 先行研究の分析によると、主人公の棟梁にはドラグミスが投影され、

「英雄よ！金髪の勇者よ！」、そして「私はラーヤーではない！」とい

う不屈の英雄として描かれ 52、河には運命が、そして激流に押し流され

る橋にはギリシアが投影されている 53。  

 パリ留学以前からのカザンザキスの文学的な傾向として、古典ギリ

シア趣味と、女性の肉体への執着、そしてその欲望に代表される「肉」

を「霊」へと乗り越えるという思想が見られる。前者に関しては、恐

怖に駆られいつも喚き、棟梁らの失敗を責めるだけの村人達が古典劇

のようなコーラスとして設置されていることからこの作品にも見られ

ることが明らかである。後者に関しては、祈祷師の老婆が、棟梁に対

し、「女の肉体、柔らかさとその熱に震える彼の手は、偉業を成し遂げ

るには純粋ではない。バラのように香しい女の接吻が、彼の目の前に
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嵐を織り上げ、はっきりと向こうを見えなくしてしまう！」と述べて

いるように、内面的な恋愛以上にスマラグダに対する肉体的な欲望が

前面に語られる 54。この肉体への欲望を乗り越えるために、そしてギリ

シアに見立てられた橋を建てるために、『棟梁』ではスマラグダという

自分の最も愛する者を犠牲に差し出すという構図が取られる。この作

品において、パリ以前からカザンザキスの中で引き継がれている「肉

を霊に」変えるというモチーフと、ギリシアのために犠牲を捧げると

いうモチーフが同時に表現されている点で、当時のカザンザキスの二

つの関心が文学作品の中で同時に表現されている。  

 この作品は、全文のほとんどがディモティキで書かれており、雑誌

の賞を受賞し賞金を獲得する等一定の成果を収めたが、後の書評など

で全く取り上げられることがなく 55、彼のナショナリズム的な呼びか

けに応えた事例は見られなかった。この点でドラグミスのようにギリ

シアのために「犠牲」を捧げるように呼びかける目的では完全な失敗

であり、これ以降プロパガンダ的な作品を再び書くことはなかった。  

 

(3)翻訳と教育  

 カザンザキスにとって、翻訳と教育はディモティキによって結びつ

く。確かに 1909 年のソロモス協会と 1910 年の教育協会において政治

活動に参加したが、パリに留学しナショナリズム的関心を持つ以前よ

り、ディモティキで美的作品を生み出す意志をもっていたことは、ア

クロポリス紙のコラムや『百合と蛇』等の作品より明らかである。特

に 1910 年の『崩壊した魂』における『イリアス』からの引用では、古

典本文からではなく、パッリス 56のディモティキ訳から引用しており、

ディモティキ主義者の立場を一層明確に表明している 57。  

 前節でみたように、1911 年よりベルクソンやダーウィン等西欧の思

想を紹介し一種の啓蒙運動を行いつつ、14 年には妻のガラテア・アレ

クシウと共に子供向けの書籍の創作を行う。これは文語でなくとも、

ディモティキが十分に高度な思想を扱い、芸術性の高い創造を行うの

に適した言語であることを示し、結果としてドラグミスのディモティ

キが未来のギリシア文化の創造を行うのに適した言語であるというテ

ーゼを証明し、実現しているものである。カザンザキスはこれ以降も

子供向けの本を書き、そしてダンテの『神曲』(1934)や『イリアス』の
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現代語訳 (1941)を行う等この姿勢は生涯変わらず一貫している。  

 

(4)1922 年以後のカザンザキスの「ギリシア性」  

 「連続性」と「東西の融合」といった、後のカザンザキスのギリシ

ア・ギリシア人観における中心概念となる「ギリシア性」に関して 58、

第四章で見たように「東西の融合」と「ギリシアの大地」の語は、直

接にはドラグミスに由来する用語である。  

 この「東西の融合」に関して、17 年のスイス滞在時のカザンザキス

がアンゲラキに宛てた手紙が重要である。その中で、「私の全魂は、跪

拝する回教徒の魂のように、東方 (Ανατολή)へ回帰する。 (中略 )私は今

や自分自身がアフリカのクレタ島の、アラビア人達の子孫であること

が分かった。神よ、私達の血が今尚生き、治めるアナトリアを旅させ

てください。」と書き送っている 59。  

 コレッティスやドラグミスの東方への言及は、常にギリシア中心的

であり、彼らの「ギリシア化」に見られるように、ギリシアが他文化

と他民族を優越し包含する形を取っている。カザンザキス自身はギリ

シア人の連続性を前提にしながら、特に第二次世界大戦以降顕著に見

られる、東方やアフリカにも自分達の起源を積極的に置こうとし、ア

テネから見て周辺に生きていたポントスのギリシア人にも焦点を当て

ていく、脱中心主義的な傾向の芽生えがこの手紙に見られる。  

 またドラグミスの「もし私達がマケドニアを救うために駆け付ける

なら、マケドニアが私達を救うであろうことを諸君は知れ」という定

式は、後年のカザンザキスの哲学的著作『禁欲』の「もし私達が自分

自身の闘いで神を救うことができないのなら、神は救われない。神が

救われないのなら私達も救われることはあり得ない。私達は一つであ

る」という最重要表現に受け継がれていく 60。  

  

6. 本稿のまとめ  

 ホレバスとテラド共に、イオン・ドラグミスにはメガリ・イデアを

推進した政治活動家・実践家としての一面と、ギリシア民族とヘレニ

ズムについて考察した文学者・理論家としての一面を持つ「二面性」

があったことに言及している 61。ここまで確認してきたように、カザン

ザキスは政治活動面では積極的にドラグミス派であることもヴェニゼ
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ロス派にも属さず、ドラグミスの死とイズミルの陥落によってメガリ・

イデア的思想や政治活動家・実践家としてのドラグミスを放棄し、後

に共産主義へと傾倒していく。  

 しかし、23 年の『禁欲』執筆以降も、『饗宴』や 40 年のドラグミス

への追悼文に見られるように、カザンザキス自身『禁欲』の思想や 19

年のポントス人援助支援の体験を文学作品に昇華する形でドラグミス

の文学と思想に向き合っていく。より直接的な影響として、ドラグミ

スから「ギリシア性」の思想に関する概念や『禁欲』の重要な部分の

表現を受け継いだことは確認した。  

 該当期のカザンザキスは、1910 年以降ナショナリズム運動に近い立

場に身を置き、自身もその行動に身を投じたが、これらのプロパガン

ダが文学作品の中に中心的に現れることはなく、またギリシア・ギリ

シア人観の考察も行われず、ナショナリストとしての立場を放棄した

ことを本稿において確認した。しかし、これまで決別が強調されてき

たドラグミスの、文学者・理論家としての一面から得た文学上の影響

や概念の影響は大きく、積極的にカザンザキスが自身の文学の中に取

り入れ、また乗り越えるべきテーマとして残り続けていく。  
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Cette thèse analyse les actions et les oeuvres nationalistes de Nikos Kazantzaki 

entre 1910 et 1922, période pendant laquelle il participait à certaines actions à caractère 

nationaliste, et propose le proto-motif (prototype) de son idée de la « Grécité », idée qu’il 

a conservée jusqu’à sa la fin de sa carrière. Kazantzaki lui-même a écrit qu’ il avait 

abandonné son  « nationalisme aristocratique » et l’idée dragoumienne (Ion Dragoumis) 

après l’échec de « Grande Idée » (Μεγάλη Ιδέα) et en effet, il s’est progressivement 

délivré de l’influence de l’idée politique de Dragoumis. Mais son influence se retrouve 

subrepticement et perdure dans ses oeuvres littéraires suivantes, notamment dans la 

perspective de sa « Grécité ». 


